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第 4 章 作成されたコーパスを利用して実際に音韻史研究を行い、その利用方法について検討している。例題として
中英語期の前舌長母音について過去に行われた研究の中で研究の前提が問題になっている 2 つの研究書を取り上げ、










画像を入れつつ解説を試みる。古英語由来の語源音のうち、古英語 E と品を語源音として持つ単語同士の脚韻を/e : / 
の具現形と見なし、さらに定説では中低母音に各方言で発達する古英語 ea とんを語源音として持つ単語同士の脚韻



















第 6 章 音韻史研究用コーパスは現在のところ筆者一人で開発しており、幾つかの間題を抱えながら進行させてきた。
1 )脚韻語には語源不群のものもあり(現在全体の 1 割程度)、その分のデータの欠落はやむを得ないが、空欄の脚
韻語を最小限に抑えるため、再建形や類推を語源とする語源情報も入れて検索可能にしている。 2) 将来コーパスを
公開することができれば、広い範囲から修正意見を集められることが期待される。語源音素記号の体系は、今後各言
語(古英語、古仏語、中世オランダ語等)の専門研究者の検証を受ける必要がある。また、既に入力した語源情報も
全ての情報源を網羅した結果ではなく、これらについての情報も得られることが望ましい。 3) テキストデータは全
て著作権法で保護されており、新たにコーパスを構築する際に許可を得る方法を確立しなければならない。また、そ
れらをできればインターネット上で配布できればよいと思われるし、誤記情報を交換するサイトもあるべきであろう。
これらの問題点を解決していくことで、より可用性の高いコーパスとする努力が今後も求められる。
以上
論文審査の結果の要旨
本論文は、電子コーパスを用いた英語音韻史研究に関わる諸問題について考察し、効率的な研究方法を可能にする
ためのコーパスの構造と機能について具体的な提案を行っている。さらに、提案されたコーパスを実際に用いて、英
語音韻史研究を行い、従来の説の不備を指摘し、本論文の提案するコーパスが音韻史研究のうえで効率的であるだけ
でなく、精度の高い研究を可能にするという点で有効であることを示している。
第一章は、脚韻詩の電子テクストに語源情報を付与して、英語音韻史研究を効率的に行うための電子コーパスの構
造と機能について論じている。
第二章は、研究対象となる脚韻語の語源音価をタグ化することによって、語源音価を検索対象とすることができる
ようなコーパスの形式、タグ構造について考察している。
第三章は、それぞれの語源音価をどのようにタグに転写するかについて、古英語に入ってきた諸言語の音韻体系と
関連付けて論じ、その方法を提案している。
第四章では、作成されたコーパスを利用して、実際に英語音韻史研究を行い、その有効性を実証している。具体的
には、英語音韻史の/oel/ として表記される古英語長母音音素の中英語での具現形について、従来の説の不備を指摘し
ているが、この不備の発見は、語源での母音を指定して検索することができる本論文が提案するコーパスによっては
じめて可能となったものである。
第五章では、本コーパスが、脚韻語に形態論、意味情報なども盛り込まれることにより、必要に応じた独自の脚韻
インデックスが可能になっていることを論じている。
第六章は、全体としてのまとめである。
本論文の提案するコーパスがさらに精微なものとなるためには、古英語のみならず、古フランス語、古北欧語等に
ついての情報も組入れていく必要があり、その意味で、まだ完成されたコーパスというより、むしろ絶えず進化しつ
づけるコーパスであると言えよう。
とはいえ、本論文は英語音韻史研究を効率的にするだけでなく、さらに正確で精度の高い研究を可能にする電子コ
ーパスの構造と機能について論じ、実際にコーパスを作成、提案し、その有効性を実証したという点で、その意義は
大きい。以上により、審査委員会は本論文を言語文化学博士論文として十分に価値あるものと判定した。
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